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研究成果の概要（和文）：首都圏における求職高齢者のおかれている立場は一様ではなく、所得や家族環境の格
差は顕著でありその健康への影響も大きく、求職活動へのニーズが大きいことが明らかとなっている。特に長期
求職者の中には経済面、家庭面、健康面、生活面等において複合的な課題を抱えた人たちが多く含まれることが
明らかとなった。こうした対応が難しい群に対して、求職活動を入り口として、生きがいを含めた就業支援と共
に経済支援、生活支援、健康支援等といった総合的な観点から長期的・継続的な対応が求められる。生活困窮者
自立支援や社会福祉協議会といった他の地域資源とも連携した支援を検討する必要があることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：There is a variety of viewpoints where the older job-seekers stand by in 
metropolitan area. The disparities of income or family structure are obvious. And, the need for job 
search is big. The people who have complex troubles such as economic, family, health or daily life 
living situations are included especially in the job seekers staying for a long time. It is expected
 to support not only for job seeking but also general supports including economic, daily life, 
health supports, continuously in a long-run. It is cleared as essential to consider cooperation with
 other regional resources such as the support system for needy persons’ independence or social 
welfare councils.

研究分野： 社会医学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
一般労働力人口の減少と健常高齢者の増

加といった社会経済的な要請、及び高齢者本
人の社会的孤立予防、所得や健康等の面から
高齢者の就業促進の必要性が指摘される。一
方、申請者らのこれまで首都圏における高齢
者の実態把握に関する大規模追跡調査から、
高齢者のおかれている立場は一様ではなく、
所得や家族環境の格差は顕著でありその健
康への影響も大きく、求職活動へのニーズが
大きいことが明らかとなっている。 
 
２．研究の目的 
そうした認識に立ち、本研究では以下の 3

つの目的を設定した。 
① 大都市部における高齢者就業と求職活

動の多様性を追跡し把握する 
② 既存の職務・職種の中から高齢者の適正

に合わせて懇切にマッチングを行う調
整型就業支援システムの評価と展開 

③ 高齢者自身とそれを受け入れる社会と
が互いに共有できる新しい高齢者就業
観の提示 

 
３．研究の方法 
それら目的を達成するために以下の 4 つの

研究を実施した。 
研究 1. 大田区 65 歳以上高齢者に対して隔年
（平成 25 年と平成 27 年）で実施する大規模
郵送アンケート調査により、就業状況と求職
活動の観点から分析を行う。 
研究 2. 高齢者就労支援施設である大田区い
きいき仕事ステーションを利用する求職高
齢者に対して年 6 回の郵送縦断追跡調査によ
り求職活動・就業状況の縦断追跡を実施する。 
研究 3. 高齢者就業観を検討する研究会を立
ち上げ、学術関係者、企業関係者他を招きデ
ィスカッションを実施する。 
研究 4. 求職モニターに対して個別面接を実
施し、就職活動が促進する要因、停滞する要
因について明らかにする。 
 
４．研究成果 
研究 1 では、2015 年 7 月~8 月、東京都 A

区のB地域包括支援センター管内に居住する
65 歳以上の高齢者のうち要介護 4 以上の人、
施設に入所している人を除く 8,075 人全員を
対象に郵送式質問紙調査を実施し、そのうち
5,020 人から回答を得た（62.2%）。調査は、
東京都健康長寿医療センター研究部門倫理
委員会の承認を得て実施した。就労に関する
状況が長時間(週 35 時間以上)就労中 729 人、
短時間(週 35 時間未満)就労中 801 人、求職中
186 人、就労希望なし 2771 人）の計 4,487 人
を対象とした分析結果から、長時間、短時間
就労に関わらず、現在就労中の人および求職
中の人は、就労していない人および就労意向
のない人に比べて年齢が若く、男性、健康度
自己評価が良好(多項ロジスティック回帰分
析より）であることが明らかとなった。一方

で求職者は経済的理由で求職しており、精神
的健康度が低い可能性が示唆され、求職者へ
の就労支援においては、心理社会的な支援も
考慮すべきであることが明らかとなった。 

 
研究 2 では、地域特性を考慮し、またサン

プル数を増やすために、大田区に加え板橋区
の同等施設も対象として、施設職員に依頼し、
初めて求職者登録を行った来所者に対して、
無作為に初回調査の調査票（ベースライン調
査：BL）を配布した。調査票配布期間は 2013
年 1 月 28 日から 2015 年 3 月 31 日までで、
生活状況や健康状態について明らかにする
ための調査を行った。その後、初回調査の回
答者それぞれに対して求職活動の状態の推
移を明らかにするため、初回調査から 2、6、
14、26、38 週後の計 5 回に亘り、郵送式の縦
断追跡調査（F1-F5）を行った。2 か所の ASESC
で調査票を配布した人数の合計は 387 人で、
そのうち 235 人から回答があった（回答率
60.7％）。追跡調査の回答者数はそれぞれ
F1:197 人（83.8％）、F2：179 人（90.9％）、F3：
158 人（88.3％）、F4：144 人（91.1％）、F5：
130 人（90.3％）であった。 
求職者の特徴を示す分析においては、初回

調査の回答者全体 235 人（男性 146 人、女性
89 人、平均年齢 63.7 歳、SD5.6）を対象とし、
求職活動の推移に関する分析では初回調査
の時点で無職だった 172 人（BL 回答者の
73.5％、男性 109 人、女性 63 人、平均年齢
63.3 歳、SD5.4）のみを分析対象とした。 
2010 年の国勢調査の結果と比較すると、学歴
においては「短大または専門学校卒業以下」
の割合が高く（65.1％ 対 都内の 55-74 歳
平均 47.4％）、世帯年収では「200 万円未満」
の割合が高い（39.1％ 対 都内 60 歳以上高
齢者の平均 24.2％）。女性と比較して男性は
社会的孤立傾向が高く、ASESC で求職活動を
行う理由として最も一般的なのは「日々の生
活費を稼ぐため」、以下「健康維持」「生きが
い」「社会参加」と続いていた。特に女性の
ほうが就業について生きがいや社会参加と
考える割合が高かった。 
次に時間の経過と就職率の関係を明らか

にするために、属性ごとにカプランマイヤー
法による分析を実施し、ログランク検定を行
った。その結果、性別、年齢の 2 つの基本属
性と 3 つの希望職種（事務職、調理、清掃）
において有意な差が見られた。年齢が若い人
ほど、学歴が高いほど、また事務職を希望す
る人ほど、職を得るために長い期間がかかっ
ていた。逆に調理や清掃を希望する人では比
較的早期に職を得ていた。調査期間の 38 週
で 76.2％（172 人中 131 人）の対象者が新し
い職を得ており、就職までにかかる期間の推
定平均は 74.7 日（SD8.5）、中央値は 35.0 日
であった（図 1）。その上でコックス比例ハザ
ード回帰分析により就職率に影響を及ぼす
属性について確認を行った結果、年齢と教育
年数の 2 つの有意な属性を得た。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ 就職率の推移（求職日数との関係） 

 
以上からこれらの就労支援施設に訪れる

高齢求職者では比較的教育年数が少なく、収
入が低く、生きがいというよりも生活のため
に仕事を探している傾向が高かった。仕事の
条件を受け入れられた半数が 35 日という短
期間で就職していた一方で、対象者のうち
23.8％では仕事を見つけることが出来ず 38
週間そのままの状態でいた。若くて学歴が高
い求職者ほど仕事につくことが困難であっ
た。この傾向は一般に仕事を探すのに有利と
考えられる特徴と正反対で、事務職を探す典
型的なホワイトカラーほど仕事を見つけに
くい状態であったといえる。 
 
研究 3 ではコアメンバーを中心とし、3 年

間で合計 12 回の研究会を開催した。それぞ
れの講演者及び概要は以下の通り。尚、会場
は全て東京都健康長寿医療センター研究所
会議室にて実施した。 
 
第 1 回 稲葉陽二（日本大学法学部教授）「社
会関係資本全国調査の結果と高齢者就労へ
の示唆」2014 年 12 月 1 日 14:00～16:00 
 
第 2 回 佐藤陽（十文字学園女子大学人間生
活学部教授）「地域福祉を推進する社会福祉
協議会を中心に―他機関との連携、有償活動、
生活支援サービスとともに―」2015 年 1 月
28 日 14:00～16:00 
 
第 3 回 河邉彰男（一般社団法人人材派遣業
協会統括研究員）「高齢者を対象とした人材
派遣の現状と今後の見通し」2015 年 4 月 6 日 
14:00～16:00 
 
第 4 回 田尻孝二（日本高齢者生活協同組合
連合会副会長・生活協同組合東京高齢協専務
理事）「高齢協が手がける高齢者就労のかた
ち」2015 年 6 月 22 日 15:00～17:00 
 
第 5 回 渡辺吉靖（公益財団法人東京しごと

財団しごとセンター課高齢者就労支援係係
長）「東京しごとセンターにおける高齢者就
労支援の施策と考え方について」8 月 24 日
（月）14 時～17 時 
 
第 6 回 実歳美幸（テンポスバスターズ 前
人材事業部部長）「テンポスバスターズにお
ける高齢者の雇用について」2015 年 11 月 2
日 14：00～16：00 
 
第 7 回 松田文子（大原記念労働科学研究所 
特別研究員）「高年齢労働者を対象とした心
身機能測定と職場改善の実践」2015 年 11 月
2 日 14：00～16：00 
 
第 8 回 コアメンバーによる方向性の検討 
 
第 9 回 稲葉陽二（日本大学法学部教授）「経
済学から見た高齢者就労」2016 年 5 月 17 日 
13:30～15:30 
 
第 10 回 杉啓以子（社会福祉法人江東園 TQM
（Total Quality Management）本部 経営企画
管理室本部長）「江東園における高齢者活用
の方策」2016 年 7 月 11 日 14:00～16:00 
 
第 11 回 南潮（鳥取短期大学助教）「ESSENCE
研究の進捗状況報告」2016年9月12日 13:30
～15:00 
 
第 12 回 小塩隆士（一橋大学教授）「高齢者
就業について；年金制度改革との関連」2016
年 11 月 28 日 14:00～16:00 
 
 以上 12 回の研究会をふまえ、2017 年 1 月
22 日に東京都健康長寿医療センター研究所 
3 階第 3 会議室 A・B にてシンポジウム「持
続可能な社会へ向けた高齢者就業の展望」を
実施した。登壇者は 3 部 18 人、参加者は 45
人に及んだ。 
 
 研究 4 では求職者の中で特に対処が難しい
と考えられる長期求職者に対する支援方法
を検討するために、郵送調査回答者の内、初
来所から 38 週後も就職にいたっていない人
10 名を第一群、未就業のまま回答が遅延して
いる人 32 名を第二群として個別相談面接の
案内を発送した。案内を行った第一群（長期
求職者）10 名の内、面接希望者は 5 名、希望
しない人が 4 名、連絡不能が 1 名であった。
第二群（回答遅延者）32 名の内、面接希望者
6 名、希望しない人が 15 名、連絡不能が 11
名であった。連絡不能者の内、宛先不明が 7
名であった。面接希望者 11 名(平均年齢 63.3
歳)の内、男性が 6 名、女性が 5 名、内、生活
保護受給者は 2 名であった。ASESC 近傍の公
共施設にプライバシーを保守できる個室を
用意し、1 回 50 分隔週の個別面接を実施し、
アセスメントと地域連携による支援（社会福
祉協議会、地域包括支援センター、シルバー



人材センター、生活困窮者自立支援窓口、近
隣の医療施設など関連機関への紹介）の可能
性について検討した。その結果、長期求職者
の中には経済面、家庭面、健康面、生活面等
において複合的な課題を抱えた人たちが多
く含まれることが明らかとなった。こうした
対応が難しい群に対して、求職活動を入り口
として、生きがいを含めた就業支援と共に経
済支援、生活支援、健康支援等、総合的な観
点から長期的・継続的な対応が求められる。
生活困窮者自立支援や社会福祉協議会とい
った他の地域資源とも連携した支援を検討
する必要があることを明らかにした。 
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